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HYCU R-Cloudの特徴

バックアップ・アーカイブ・コンプライアンスを一つで提供するクラウドサービス

• バックアップ基盤は国内のパブリッククラウド上で稼働

• ストレージが含まれており、データが増えても自動拡張

• バックアップジョブ管理不要、バックアップジョブは全て自動実行

• 送受信メール全てを常時取得し、バックアップ

• ファイルは世代管理で保存（世代数の制限なし）

• 日本語含む多言語操作！

• 高速かつ高度な詳細検索

• 保護対象：

Microsoft 365: Exchange, OneDrive, SharePoint, Teams

Google Workspace: Gmail, マイドライブ, 共有ドライブ

• 削除ボタンを排除し、故意・過失によるデータ削除を回避

• M365/GWS側でデータを削除しても、HYCU上のデータは保持

Backup Disaster 
recovery

Ransomwar
e protection

Security & 
compliance

Data migration 
& mobility

Hybrid & 
multi-cloud
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HYCU導入の流れ

1. HYCUから管理アカウントのパスワードリセット通知メールを送信

2. パスワードのリセットとHYCUへのサインイン

3. お客様のMicrosoft 365/Google WorkspaceテナントをHYCUへ登録

4. 既定の保持期間の設定

5. アカウント/サイトの登録

6. 運用

7. 復元

8. Microsoft 365のプライベートチャットのバックアップと復元手順

3



HYCU管理画面へのサインイン
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管理アカウントのパスワードリセット通知メールの受信

HYCUから直接お客様にEメールでパスワードリセットを通知します。

通知メールの例

件名：Reset Password Request
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パスワードのリセット

Eメール本文の「Change パスワード」リンクをクリックし、
HYCU画面でパスワードをリセットします。
※パスワードリンクは2日程で期限切れになります。
パスワードリンクが期限切れとなった場合は「Forgot password?」ボタンをクリックし、
パスワードを再リクエストしてください。
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設定したパスワードでHYCUにサインインします。
サインイン後、アカウントを選択するとHYCU画面へ移動します。
（※複数のHYCUアカウントをお持ちの場合、サインイン可能なHYCUアカウントのリストが表示されます。）

HYCUへのサインイン

7



HYCUへのサインイン

二要素認証の設定を行います。
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HYCU管理画面へのサインイン

モバイル端末からQRコードを読み込みます。
その後、認証アプリから取得したコードを入力します。以上でサインインできます。
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Microsoft 365テナントの登録
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Microsoft 365テナントの登録

「+バックアップの追加」ボタンをクリックします。
次に「Microsoft 365でサインインします」をクリックします。
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Microsoft 365テナントの登録

「グローバル管理者による認証」または「サービスプリンシパルによる認証」の2通りから選択
できます。セキュリティ侵害の可能性を最小限におさせる「サービスプリンシパルによる認証」
を推奨します。
※サービスプリンシパル認証の場合、2026年4月時点ではTeamsのカレンダーとグループメールの添付ファイルがバック
アップされない点にご注意ください。これらのバックアップが必要な場合はグローバル管理者認証を選択してください。
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Microsoft 365テナントの管理者アカウントでサインインします。

Microsoft 365テナントの登録
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「要求されているアクセス許可」
バックアップに必要な権限がリスト表示されます。
内容を確認の上、「承認」ボタンをクリックします。

Microsoft 365テナントの登録
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自動的にHYCU画面に戻ります。
裏ではバックアップアプリケーションが自動的に作成されます。

Microsoft 365テナントの登録
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バックアップアプリケーションが作成されると、サービス認可に進みます。
Microsoft 365にサインインしてください。

Microsoft 365テナントの登録
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Microsoft 365テナントの登録

必要なアクセス許可を承認することで、設定は終了です。
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既定の保持ポリシーの設定

保護対象の登録前に既定の保持ポリシーの設定画面が表示されます。
保持期間は日/週/月/年/無制限から設定できますが、今回は無制限で設定しています。
設定は後で「リテンションポリシー」メニューから変更することも可能です。
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ユーザーアカウント登録の画面に進みます。[自動登録]を有効にすると、アカウントの自動登録と
自動バックアップが開始されます。バックアップ対象のアカウントを手動で指定する場合は[無効]
のままとし、バックアップ対象のアカウントを選択して追加します。

アカウントの登録
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アカウントの登録

アカウントの手動登録の場合、対象ユーザーにチェックを入れ、「+バックアップへの追加」
ボタンをクリックします。
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サイトの登録

SharePointサイトすべてをバックアップする場合は自動登録を有効にします。
個別に指定する場合は無効後にサイトを指定・追加します。
※Teamsの登録作業はありません。以上です。
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Google Workspaceテナントの登録
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「+バックアップの追加」ボタンをクリックします。
次に「Google Workspaceでサインインします」をクリックします。

Google Workspaceテナントの登録

23



① Google Workspace Marketplaceから必要なアプリケーションをインストールします。
管理者のアカウントでGoogle Workspaceにログインしてください。

Google Workspaceテナントの登録
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②①の手順で使用した管理者アカウントでログインします。
以上でGoogle Workspaceテナントの登録は完了です。

全ての共有ドライブを自動的にバックアップ
する場合はこのトグルを有効化します。

Google Workspaceテナントの登録
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既定の保持ポリシーの設定

保護対象の登録前に既定の保持ポリシーの設定画面が表示されます。
保持期間は日/週/月/年/無制限から設定できますが、今回は無制限で設定しています。
設定は後で「リテンションポリシー」メニューから変更することも可能です。
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ユーザーアカウント登録の画面に進みます。「自動登録」を有効にすると、アカウントの自動登録
と自動バックアップが開始されます。バックアップ対象のアカウントを手動追加する場合は無効の
ままとし、バックアップ対象のアカウントを選択して追加します。

アカウントの登録
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アカウントの手動登録の場合、対象ユーザーにチェックを入れ、「+バックアップへの追加」
ボタンをクリックします。アカウント登録は以上です。

アカウントの登録
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次に「Shared Drive」タブから共有ドライブのバックアップを追加します。
自動登録をこの画面で有効化することも可能ですが、今回は手動で追加します。

共有ドライブの登録
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ダッシュボードを開くと、画面中央上部にGoogle Workspace Journalのセットアップに関す
るメッセージが表示されます。送受信メール全てをバックアップするにはメールコピーを
HYCUが受信する必要があるため、「ジャーナルの設定に移動」ボタンをクリックし、次の
ページで表示される手順を参考にGoogle Workspace側の設定を完了してください。

Gmailのルーティング設定
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Gmailのルーティング設定

31



運用
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管理者アカウント（所有者アカウント）について

サブスクリプション購入時に指定する管理者アカウントは所有者アカウントとも言われ、
最上位の権限を有します。運用時においてこのアカウントを使用することも可能ですが、
別途管理アカウントを作成し、運用することも可能です。

所有者アカウントについて：

シングルサインオンは使用できず、メールアドレスとパスワードでHYCU管理画面にサイ
ンインします。セキュリティ対策として「二要素認証」設定することをお薦めします。
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完全な管理者アカウントについて

HYCU管理画面から別のユーザーを管理者として登録できます。「完全な管理者」は「所有者
アカウント」の次に強い権限を持ち、日々の運用は完全な管理者で要件を満たします。

追加登録は画面右上「ユーザー管理」メニューに進み、「権限の許可」タブから行います。

「Azure SSOのみ許可」や「Google SSOログインの実行」トグルを有効化することで、
Microsoft365/Google Workspace側のシングルサインオンでHYCUにもサインインできます。
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その他のアカウントについて

「ユーザーの追加」ボタンからユーザーを追加できます。

？マークをクリックすると、各役割に関する説明文が表示されます。
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アカウントを追加登録する場合、「ダッシュボード」→「+バックアップの追加」ボタンを
クリックし、登録済みテナントをクリックすることでアカウント登録画面に進むことができます。

保護対象（アカウント/サイト）の追加登録

36



保持期間の設定

デフォルトの保持期間は設定済みですが、「コンプライアンス」→「リテンションポリシー」
に進みむと、保持期間を変更したり、個別の保持期間を設定することができます。

37



非アクティブ化機能

•  保持ライセンス数の20%までは「非アクティブ化」により、データを保持したままライ
センスの解放と付け替えが可能。

• 例：100ライセンス保持なら20名の退職者のデータを保持しつつ、ライセンスを新しい
ユーザーに割り当て可能

※100アクティブユーザー + 20非アクティブユーザー＝ 120名のデータ保持
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データ復元
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メールの復元

• ダッシュボード画面から「メール」を選択

• 復元時のオプション設定

✓メールボックス全体または個別のメールを選択して復元

✓元のメールボックス内の指定するフォルダや、異なるアカウントを復元先として指定

✓異なるメールシステムへの移行

✓eml/pst形式でダウンロード

✓添付ファイルだけを検索してダウンロード
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メールの復元

メールを選択して復元 メール移行
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ドライブ（OneDrive/マイドライブ）の復元

• ダッシュボード画面から「ドライブ（OneDrive/マイドライブ）」を選択

• 復元時のオプション設定

✓ユーザー全体または個別のファイルを選択して復元

✓復元先アカウントの指定や、元の場所または新しいフォルダを復元先として指定

✓ファイルのバージョンの選択

✓ファイルのダウンロード
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ファイル復元

ドライブ（OneDrive/マイドライブ）の復元
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連絡先の復元

• ダッシュボード画面から「連絡先」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーの連絡先全て、または個別の連絡先を選択して復元

✓各ユーザーの連絡先全て、または個別の連絡先を選択してダウンロード
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連絡先の復元

連絡先復元
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カレンダーの復元

• ダッシュボード画面から「カレンダー」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーのカレンダー全て、または個別のカレンダーを選択して復元

✓各ユーザーのカレンダー全て、または個別のカレンダーを選択してダウンロード
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カレンダーの復元

カレンダー復元
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タスクの復元

• ダッシュボード画面から「タスク」を選択

• 復元時のオプション設定

✓各ユーザーのタスク全て、または個別のタスクを選択して復元

✓各ユーザーのタスク全て、または個別のタスクを選択してダウンロード
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タスクの復元

タスク復元
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SharePointの復元

• ダッシュボード画面から「SharePoint」を選択

• 復元時のオプション設定

✓サイト全体、サブサイト、または個別のファイルを選択して復元

✓復元先アカウントの指定、元の場所または新しいフォルダを復元先として指定

✓ファイルのバージョンの選択

✓ファイルのダウンロード
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ファイル復元 復元先指定

SharePointの復元

51



Teamsの復元

• ダッシュボード画面から「グループとチーム」を選択

• 復元時のオプション設定

✓チャット（チャネル）を新規グループを作成して復元、またはダウンロード

✓ファイル（Teamsのファイルや添付ファイル）の復元またはダウンロード

✓SharePointサイトの復元またはダウンロード

✓OneNoteの復元またはダウンロード

✓共有メールボックスの復元またはダウンロード

✓カレンダーの復元またはダウンロード

✓タスク（Planner）の復元またはダウンロード
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Teamsの復元

Teams復元のメイン画面
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チャット（チャネル）ダウンロード

Teamsの復元

新規チャット（チャネル）の作成と復元
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保存データの高速かつ高度な検索

• メール、ドライブ（OneDrive/マイドライブ）、SharePointを対象とした詳細検索

• メールの件名や本文、添付ファイル、送信者や受信者を対象にした検索

• ファイルを名前や日付、キーワードで検索 細かな検索条件の追加も可能
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インサイト
メール環境の洞察
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統計
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生産性
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生産性
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コンプライアンス機能

60



eDiscovery - 強力なメール監査の仕組み

• eDiscoveryはメールの詳細検索を元にした検索結果を保存する

• 監査担当者は確認プロセスを実行することで、対象メールを確認し結果を記録可能。
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監査ログによる保存データへのアクセス監視

• 運用担当者の監査ログ（誰がいつ何をしたか記録を保持）

✓データの復元やダウンロード、移行などの実行者の行動を記録

✓権限付与やシステムへの変更作業も記録

✓システム通知
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セキュリティ
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安心のセキュリティ・コンプライアンス対策

データ転送及び保存時の暗号化

TLS 1.2, AES-256, FIPS-2 
certified Amazon KMS

バックアップ基盤は以下の法令・規則に準拠

 SOC 1,2 and 3, ISO27001, FedRAMP, 
FISMA, DIACAP, DOD CSM Levels 1-5 FIPS 

140-2

国際的な個人情報保護法の順守

HIPAA, HITECH act, GDPR, 
PDPA (Singapore), Australia 

privacy act

サービスとして提供されるため、バックアップ基盤自体のセキュリティは心配無用
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プライベートチャット
のバックアップと復元
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概要

プライベートチャットのバックアップには追加の手順が必要になります。

1. Microsoft Azure ポータルから新しいアプリケーションの登録

2. 新しく登録したアプリケーションの証明書とAPI権限の設定

3. HYCU画面でプライベートチャット・バックアップの設定
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1. https://portal.azure.com を開き、テナントの管理者アカウントでサインインします。

2. ナビゲーションバーから Microsoft Entra ID を選択します。

1. Microsoft Azureポータルでアプリケーションを登録
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3. アプリの登録を選択し、+新規登録をクリックします。

1. Microsoft Azureポータルでアプリケーションを登録
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4. フォームに必要な値を入力し、最後に登録ボタンをクリックします。

a. 名前：任意の名前を入力します。

b. サポートされているアカウントの種類：最初の選択肢

「この組織ディレクトリのみに・・・」を推奨します。

c. リダイレクトURI：プラットフォームでWebを選択し、

https://jp.office.hycu.com/en/ms_oauth_callback を

入力します。

最後に「登録」ボタンをクリックします。

1. Microsoft Azureポータルでアプリケーションを登録
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1. Microsoft Azureポータルでアプリケーションを登録

5. 登録完了後、アプリケーションがこちらのように表示されます。

※アプリケーション（クライアント）IDを確認しコピーします。このIDは後の手順で必要になります。
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1. 登録したアプリケーションを選択します。

2. 「証明書とシークレット」を選択し、「+新しいクライアントシークレット」ボタンを
クリックします。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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3. 説明と有効期限を追加します。ここでは有効期限は730日（24か月）にします。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定

72



4. クライアントシークレットの「値」をコピーし保存してください。最後の手順でApp 
Secret CodeとしてHYCUのプライベートチャットタブに入力します。このページを一旦
離れるとシークレットの値はコピーできなくなります。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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5. 「APIのアクセス許可」を選択し、「+アクセス許可の追加」ボタンをクリックします。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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6. Microsoft Graphを選択します。

7. 「アプリケーションの許可」を選択します。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定

75



8. chatキーワードで検索し、
Chat.Read.ALL と Chat.ReadWrite.All 
の２つのアクセス許可を追加します。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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9. （ドメイン名）に管理者の同意を与えますに必ずチェックしてください。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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チェック後の画面はこちらです。

2. アプリケーションの証明書とAPI権限の設定
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1. HYCUバックアップポータルにログインし、「アカウント設定」から「認証情報」タブ
に進みます。次に「顧客テナントアプリ」の「」テナントアプリケーションへの接続」
ボタンをクリックします。

3. プライベートチャットバックアップの設定
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2. 「アプリケーションID」と「App Secretコード（クライアントシークレットの値）」の
値を入力し、「接続のテストと保存」ボタンをクリックします。

3. プライベートチャットバックアップの設定
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3. テナントのEメールアドレスを指定し、「接続の保存とテスト」をクリックしてください。

3. プライベートチャットバックアップの設定

81



4. 「プライベートチャット」タブからバックアップ対象となるユーザーを個別指定します。

3. プライベートチャットバックアップの設定
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プライベートチャットの復元はEML/PDF/CSV形式でダウンロードになります。

3. プライベートチャットバックアップの設定
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